
　セイコーグループ㈱（東京都中央
区、代表取締役会長 兼 グループCEO 
兼 グループCCO：服部真二）は、３月3
日～12日の期間、SEIKO HOUSEの
中央ショーウインドウで、「“わ”で奏で
る東日本応援コンサート2025 in 東
京」と連動した特別なディスプレイを行
う。また、この期間中、東日本大震災が
発生した3月11日（火）14時46分に、
銀座四丁目 SEIKO HOUSE時計塔

から「未来への希望の鐘」を鳴ら
す。
　SEIKO HOUSEのショーウイ

ンドウでは、東日本大震災後に被災地
各地で花を咲かせ、被災者を元気づけ
た準絶滅危惧の植物、ミズアオイの青
色をテーマカラーとしたディスプレイを
行う。3月12日18時30分よりNHKホー
ル（東京・渋谷）で開催される、「“わ”で
奏でる東日本応援コンサート2025 in
東京」が50回目の開催（チケットは完
売）となることを記念し、50個の青色の
鐘のオブジェが飾られる。

　ショーウインドウの中心部分では、
セイコーが東北の被災３県および東京
で開催している「“わ”で奏でる東日本
応援コンサート」の活動を紹介する動
画を上映。動画では、2011年の東日本
大震災の発生直後から昨年秋までの
14年間に通算49回開催された「“わ”
で奏でる東日本応援コンサート」の様
子を、出演アーティストのコメントととも
にハイライトで振り返る。
　SEIKO HOUSEのショーウインドウ
で上映されるこれらの動画は、東銀座
にある岩手県アンテナショップ「いわて

銀河プラザ」（東京都中
央区銀座5-15-1南海
東京ビル１階）や、いわ
て銀河プラザに連動す
る岩手県内７か所（新
花巻駅、平泉駅、遠野

道の駅、遠野旅の蔵、水沢江刺駅、水
沢駅、盛岡市・特産品プラザららいわ
て）の大型ビジョンでも３月上～中旬
にかけて放映予定（調整中）。
　セイコーは、東日本大震災を風化さ
せないための取り組みとして、毎年3月
1 1日1 4時 4 6分に、銀座四丁目 
SEIKO HOUSEの時計塔で黙祷の目
安となるよう鐘を鳴らしている。今年
も、1分間の黙祷の目安となる11回と
終了を示す2回の時打ちの鐘の後、「未
来への希望の鐘」（作曲：蓮沼執太）を
鳴らす。

　カシオ計算機（東
京都渋谷区）は、開
発拠点である羽村
技術センター（東京
都羽村市）の建て替

えと本社ビルのリノ
ベーションを実施
する。新技術セン
ターは2025年3月
に、本社ビルは同年
6月に着工し、それ

ぞれ2027年9月、2026年11月に竣工
を予定している。
　今回、羽村技術センター（1979年竣
工）の老朽化を契機に、新技術センター
の建設と本社ビルのリノベーションを決

「未来への希望の鐘」が鳴り響く
復興のシンボルミズアオイの青をテーマカラーに
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　セイコーア
ストロン Nex
terシリーズよ
り、「国境なき
医師団」とコラ
ボレーション
した数量限定
モデル２機種

が4月25日より発売される。価格は、
GPSソーラーモデルが363,000円、ソー
ラー電波モデルが181,500円。
　緊急性の高い医療ニーズに応えるた
め、国境を越えて活動を行う「国境なき
医師団」の「志」と、未来を切り開くアス
トロンNexterシリーズの「志」を体現し
た、特別なコラボレーションモデル。「国
境なき医師団」の設立50周年とセイ
コー創業140周年にあたる2021年に
スタートし、2年ごとに発売してきたコラ
ボレーションモデルの第三弾となる。
　今回発売する２モデルの販売で得
る売上金額の５％が「国境なき医師
団」に寄付され、病院での太陽光発電
など、CO2排出量を減らしながら医療
援助を提供する「環境負荷削減プロ
ジェクト」に活用される。同社は国連が
定める持続可能な開発目標（SDGs）
の目標10(人や国の不平等をなくそう) 
および目標13(気候変動に具体的な対
策を)を念頭に、同寄付活動を行う。

　GP Sソー
ラーモデル
は、透明感の
あるホワイト
シルバーカ
ラーのダイヤ
ルをベース
に、「国境なき

医師団」のブランドカラーである「レッ
ド」をあしらった特別なカラーリング。ま
た、艶やかな光沢を放つホワイトセラ
ミックスを、ベゼル、ブレスレットの中央
の列、りゅうずの先端に採用した、限定
モデルならではの特別仕様。さらに、
デュアルタイム表示機能と1/20秒ス
トップウオッチ機能を備えた最新キャ
リバー5X83を搭載している。
　ソーラー電波モデルは、ホワイトカラー
のダイヤルをベースに、「国境なき医師
団」のブランドカラー「レッド」をあしらっ
た。りゅうずの先端にホワイトセラミックス
のパーツを採用することで、限定モデル
ならではのスペシャル感を演出している。
　2モデルともに、ケースとブレスレット
には、表面に傷がつきにくいダイヤシー
ルドを施したチタン素材を採用するこ
とで、軽快な装着感をもたらす。また、ブ
レスレットの中留には、ブレスレットの
長さを簡単に微調整できる「スマート
アジャスター機構」を採用している。

国境なき医師団とのコラボ第三弾
セイコーアストロンNexterシリーズ

 　欧州連合（EU）は
ロシア産ダイヤモンド
に対する制裁の履行
を目的とした義務的
トレーサビリティ制度
の導入を2026年1月
1日まで延期した。

 　「トレーサビリティ
システムに関連する
ガバナンスの問題に
対処するためには、
G7諸国および第三
国との継続的な協力

が必要である」とEU理事会は、同連合
の公式広報誌に掲載した決定文で述
べている。「これらの措置の実施支援と
G7および第三国との関与を更に促進
するために、ダイヤモンド関連の措置に
関してG7パートナー間の公平性の監
視を継続するべきである」と説明した。
 当初のスケジュールでは、ポリッシュダ
イヤモンドの輸入に対する「トレーサビ
リティに基づく証拠」の提供が2025年3
月1日から義務化される予定だったが、
業界関係者からは、規則の不確実性や
準備不足が指摘されており、理事会は
導入延期を「適切」と判断した模様。
　この制度の目的は、非ロシア産でG7
が認証したダイヤモンド原石からとポ

リッシュダイヤモンドとを結びつけ、透明
性を向上させることである。
　米国に拠点を置くジュエラーズ・ビジ
ランス・コミッティ（JVC）のCEO兼ゼネラ
ルカウンセルであるサラ・ヨードは、「EU
がポリッシュダイヤモンドに対する義務
的トレーサビリティ制度の実施を延期し
たことは、業界が3月までに技術的な準
備が整っていないと示していたことを考
慮すると、合理的である」と述べた。
　この発表は、ウクライナ戦争開始から
3年間でEUがロシアに対して行う制裁
措置の16番目のパッケージの一部だ。
他のG7メンバー、特に米国はこの時点
でアップデートを公表していない。
　「米国はトレーサビリティ導入の期限
を2025年3月1日とすることを公約した
ことは一度もないため、米国の規制に変
更はない」とヨードは付け加えた。米国
は引き続き、0.50カラット以上の原石お
よびポリッシュダイヤモンド、またロシア
で製造された、もしくはロシアを経由し
たダイヤモン
ドジュエリー
の輸入を禁
止している。
この続きは
W＆Jオンラ
インで。
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　セイコーウオッチ㈱は、4月7日～13日
にイタリア・ミラノで開催される世界最
大規模のデザインの祭典「ミラノデザイ
ンウィーク2025」に、国産腕時計を代
表するグランドセイコーとして2023年よ
り出展。同時期に開催される「フォーリ
サローネ」および「ブレラデザインウィー
ク」の公式タイムキーパーになっている。
　グランドセイコーはTHE NATURE 
OF TIMEのフィロソフィーのもと、日本
の自然や季節の移ろいをインスピレー
ションに、時の本質を表現してきた。ミ
ラノデザインウィークでは、日本を代表
するデザイナー吉岡徳仁氏とのコラボ
レーションによるインスタレーションを
発表する。
　吉岡氏はこれまで、光を素材に、か

たちを超える作品を生み出してき
た。その数々の作品は、国際的な賞
を多数受賞し、世界の主要美術館
に永久所蔵されている。今回吉岡
氏が新たに挑戦したテーマは
「水」。地球、そして自然がもたらす
水から、造形を創り出すことを試み

た。時
と共に
変 化
する、

透明な光の造形が誕生する。
　会場はブレラ地区にある歴史的建造
物Palazzo Landriani。吉岡氏による
新たな作品「水の椅子／Aqua Chair」
のインスタレーションと時の流れと調和
して流れるように動く秒針を持つグラン
ドセイコー独自の機構「スプリングドライ
ブ」搭載モデルが展示される。

「水」をテーマに、時と共に変化する
透明な光の造形をミラノデザインウィークに出展

グランドセイコー

定。人が自然に集まる空間を作ることで
社内外の共創とコラボレーションを促
し、イノベーションを生みながら成長し
続けるために、働く環境を一新する。
　両拠点で、社員の能動的な働き方
を推進するため、ABW（Activity -
Based Working）に適応した多様な
スペースを導入する。また、取引先や
顧客にもてなしの気持ちとカシオらし
さを伝えるため、エントランスやビジ

ターエリアを拡大し、快適で個性的な
空間に刷新する。
　このほか、新技術センターでは、効
率的な研究開発を行うため、実験設備
を集約したラボ棟を新設し、横断的な
開発環境を整えた。本社ビルでは、新
技術センターとの連携を強化するた
め、サテライト機能を兼ねたマグネット
フロアを新設する。
　なお今回の新技術センターの建設と

本社ビルのリノベーションに加えて、社
員一丸となった風土改革も同時に展開
する。これらの改革を土台として、電卓の
一般家庭への普及を促したカシオミニ
や、タフネス性能により時計の使用シー

ンを広げたG-SHOCKのような新たなモ
ノ・コトを生み出すこと、すなわち、同社
のパーパス「驚きを身近にする力で、ひと
りひとりに今日を超える歓びを。」の実践
を通じて、社会に貢献していく。

　近年、インターネット上には、いわゆ
る海賊版をはじめ、著作権侵害事案
や、侵害が疑われる事案が拡大してお
り、個人クリエイター等に大きな被害
を与えている。

　こうした状況を踏まえ、文化庁では、令
和７年１月１４日より、著作権等の侵害に
対して個人クリエイター等が権利行使で
きる状態を実現するべく、弁護士費用等
を支援する事業を実施することとなった。

　主に「削除請求」「発信者情報開示
請求」「損害賠償請求」にかかる費用が
対象とし、支援上限額は１件あたり上
限１５０万円（損害賠償請求にかかわ
る経費を含む場合は上限４００万円）か
ら自己負担額（税込み１万１０００円）を
除く額となっている。

　文化庁が運営する「インターネット
上の海賊版による著作権侵害対策情
報ポータルサイト」内の相談窓口にて、
弁護士による無料相談を受け付ける。
その際に、著作権侵害の蓋然性が高
いと担当の弁護士が判断した場合、当
該弁護士から個人クリエイター等に対
して、本事業への申請を案内する流れ
となっている。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の

文化庁、著作権侵害に関する
弁護士費用支援策を開始

佐藤英昭弁理士による
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